
令和８年８月１８日
教育委員会事務局学校教育部支援教育課

中央支援学校高等部分教室の学校化
及び田島支援学校桜校の本校化について

報告事項No.９



１ 総合計画等における位置付け
川崎市総合計画第４期実施計画及びかわさき教育プラン第１期実施計画において、中央支援学校の学校化及び田島支援

学校桜校の本校化について位置付け、令和１０年度に向けて学校化・本校化を計画的に推進
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川崎市内の特別支援学校等

川崎市総合計画第4期実施計画 抜粋

市立中央支援学校（本校）

市立田島支援学校（本校）

県立麻生支援学校

県立中原支援学校

県立高津支援学校

市立聾学校
市立中央支援学校高等部分教室

市立田島支援学校さくら分教室

市立中央支援学校大戸分教室

県立高津支援学校
生田東分教室

市立中央支援学校稲田分教室

県立高津支援学校
川崎北分教室

県立中原支援学校
住吉分教室

市立田島支援学校桜校（分校）

本 校 学校教育法第１条に規定する特別支援学校。分校、分教室の設置可
分 校 学校教育法第１条に規定する特別支援学校。地理的・運営上の理由

で、本校とは別の場所に設置された学校施設。分校に校長を置くこ
とはできない。

分教室 学校教育法第１条に規定する特別支援学校ではなく、本校とは別に
設置されている教室

学校化・本校化について

本校 分教室 本校本校

本校 分校

 “学校化“とは、学校教育法上に定める学校にすること。

本校 本校

 “本校化“とは、独立した学校にすること。校長等を置
くことができる。

校長 校長 校長

校長 校長 校長



２ 学校化・本校化の検討に至る背景
マネジメント体制に関する課題

※中央支援学校大戸分教室及び稲田分教室では、合わせて教頭１人の配置であったが、R８年度から各分教室に教頭を配置し、一部マネジメント改善

 本市では、市立特別支援学校を４校設置（分校含む）。本校とは別に、分校及
び分教室等を分散設置

 分校及び分教室には校長を配置することはできないことから、校長が巡回し
ているものの、分校及び分教室等では、多くの時間を校長不在の状態で学校
を管理・運営

 中央支援学校については、５か所に分散している中で、児童生徒数及び教職
員数が多く、管理運営体制に課題が生じている。

 田島支援学校桜校については、H18年度より、川崎市域の医療的ケアの拠点
校として位置付けており、喀痰吸引、経管栄養等の特定行為に加え、人工呼
吸器等の高度な医療的ケアを必要とする児童生徒を受け入れ、校長不在の
際、救急搬送等の緊急対応や判断を要する案件への迅速な対応が課題となっ
ている。

 また、中央支援学校及び田島支援学校の高等部では、障害による行動上の指
導に加え、家庭環境等に起因する生徒指導上の対応も多く、警察や児童相談
所等と連携する事案も発生しており、校長不在の状態では迅速な判断・対応
が課題となっている。

学校化及び本校化によるマネジメント体制の強化
中央支援学校高等部分教室の学校化
田島支援学校桜校の本校化 各校に校長配置 マネジメント体制の強化

R10年度

中央支援学校の場合

R8.5月現在
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児童生徒数障害種別学部施設校名

193人
知的障害中学部

本校

中
央
支
援
学
校

知的障害高等部

44人知的障害・
肢体不自由小学部大戸分教室

20人知的障害・
肢体不自由小学部稲田分教室

5人
病弱小学部訪問部(東横恵愛病

院内) 身体虚弱中学部
63人知的障害高等部高等部分教室

159人知的障害・
肢体不自由高等部本校

田
島
支
援
学
校

120人知的障害・
肢体不自由

小学部
桜校（分校）

中学部

9人知的障害・
肢体不自由小学部さくら分教室

47人聴覚障害幼・小・
中・高本校聾

学
校

学校化

本校
（聾学校内）

校長本校
稲田分教室

（稲田小内） 大戸分教室
（大戸小内）

訪問部
（東横恵愛病院内）

校長本校
稲田分教室

（稲田小内） 大戸分教室
（大戸小内）

高等部分教室
（聾学校内）

訪問部
（東横恵愛病院内）

校長



３ 中央支援学校高等部分教室を取り巻く現状
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市内の療育手帳取得者数（18歳未満）の推移
出典︓川崎市健康福祉年報
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959 1,003 1,062 1,050 1,019 968 962 1,001 1,038 991 1,032

237 288 365 379 423 500 495 627 718 854 974

-

500

1,000

1,500

2,000

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
特別支援学校高等部進学者 特別支援学校以外の進路選択者

中央支援学校高等部分教室では、従来の知的障害のほか、発達障害等に
よる情緒面の支援が必要な生徒が増加するなど、生徒の実態が多様化

R7H30進路先

1014就労
60就労移行・就労継続AB
01能力開発施設
10生活介護・自立訓練
20その他

小・中特別支援学級における自閉症・情緒障害学級在籍
児童生徒数の増
 本市の小学校・中学校の特別支援学級の児童生徒のうち、自閉症・情
緒障害学級在籍児童生徒数が増加。全体の半数を超える状況が継続

療育手帳Ｂ２（軽度）を取得している児童生徒の増
 本市の療育手帳取得者は増加傾向にあり、特に、B2（軽度）の手帳
取得者の増加が顕著

中学校特別支援学級卒業生の進路の多様化
 特別支援学校高等部には、県内の中学校における特別支援学級卒業

生の約８割が進学していたが、R５年度以降は約５割にまで減少
 インクルーシブ教育実践推進校をはじめ、通信制や定時制高校など
進路先の選択肢が拡大したことにより、進路が多様化

中央支援学校高等部分教室卒業生の進路の多様化
 中央支援学校高等部分教室は、これまで企業就労に特化した教育目標

としてきたが、近年、企業就労だけでなく、就労移行支援事業への入
所など、卒業後の進路先が多様化

中央支援学校高等部分教室の教育目標と、在籍生徒の教育的ニーズとの
間に齟齬が生じている。

1,554 1,620 1,730 1,938 2,121

1,644 1,777 1,979
2,143

2,327
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2,000

3,000

4,000

R4 R5 R6 R7 R8
自閉症・情緒障害学級対象児童生徒
自閉症・情緒障害学級以外の児童生徒

市内の小・中特別支援学級における
自閉症・情緒障害学級対象児童生徒数の推移

出典︓教育委員会事務局作成
（人）

県内における中学校特別支援学級卒業生の進路選択の推移
出典︓神奈川県学校基本統計

中央支援学校高等部分教室卒業生進路状況の変化 出典︓教育委員会事務局作成

中央支援学校高等部分教室の学校化に当たっては、生徒の教育的ニーズを踏まえて、学校教育目標等の見直しを図る。

（単位︓人）
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生徒一人ひとりの特性や希望に応じた個別最適な学びを実現
するため、企業就労をはじめとした社会的自立に必要な力を
育成する「（仮称）就業技術コース」と、自立活動に重点を
置き、基本的な生活習慣の習得に取り組む「（仮称）能力開
発コース」の２コース制を導入、教育の一層の充実を図る。

【教育課程の編成】

【現在の学校教育目標等】

(仮称）就業技術コース

(仮称）能力開発コース

 これまで培ってきた、企業就労を中心とした教育実践を発展
 働くために必要な知識・技能を習得
 地域との連携や探究活動を重視

【新たな学校教育目標等】

 自立活動に重点
 生活や働くために必要な基礎的学力の向上

募集生徒数
の拡大
２４人
→３２人

４ 学校化・本校化に当たっての今後の検討事項
今後の検討事項（中央支援学校高等部分教室及び田島支援学校桜校共通）

1

 分教室であるため、教育目標を除き、中央支援学校（本校）と教育理念及びめざす児童生徒像は、現在共通。一方で、在籍生徒の障害
特性の変化や卒業後の進路希望が多様化

 これまでの企業就労に加え、福祉的就労や就労に至らない場合など、多様な進路を支える教育の充実が必要であることから、生徒一人
ひとりの可能性を伸ばし、多様な自己実現を支える学校づくりを目指し、新たに教育理念等を定め、学校教育目標等を見直すととも
に、新たな教育課程の編成や募集生徒数の拡大を図る。

【中央支援学校高等部分教室の学校教育目標等】
学校教育目標等

内容項目

教職員全員で創る中央支援学校の教育〜安心安全で信頼される学校〜教育理念
【本校と共通】

① 企業就労に必要な知識・技能・態度を養い、職業自立ができる力を育てる
② 地域・社会で生きるための課題解決及び自己表現の力を育てる
③ 健康安全への意識を高め、それぞれの生活習慣を確立し、自己管理できる力を育てる
④ 自他ともに認め合い大切にできる、豊かな心を育てる

高等部分教室教
育目標

自分を大切に、友だちを大切にする児童生徒＜自己理解＞
自分の好きなこと、得意なことを大切にする児童生徒＜自己選択＞
自分の未来を大切にする児童生徒＜自己決定＞

めざす児童生
徒像
【本校と共通】

内容項目

生徒主体・探究・キャリア発達・地域協働教育理念

「考え、関わり、行動し、共に未来を創る」学校教育目標

問いを立て、自分の考えを見つける/互いの違い
を尊重し、表現し、高め合う/地域で社会参加し
活躍する市民となる

めざす
児童生徒像

 多様化する生徒の実態に合わせ、一人ひとりの特性や希望に応じた学びの実現＆多様な自己実現を支える学校づくりに向けて、学校化及び
本校化に当たっては、今後、①学校教育目標等、②学校名、③校章・校歌、④入学者選抜方針（中央支援学校高等部分教室のみ）の決定、
⑤学校設置条例の改正手続のほか、⑥県立特別支援学校の新規整備に伴う調整等の取組を進めていく。



 分校であるため、学校教育目標を除き、田島支援学校（本校）と
教育理念及びめざす生徒像は、現在共通

 本校から独立し、小学部・中学部のみの特別支援学校となるが、
現在の児童生徒及び地域の実態に適合していることから、本校化
に伴う変更は行わない。

 本校との連携を継続しながら、これまで培ってきた教育的な知見
や実践を基盤とした学校運営を行い、教育の充実を図る。

 ②学校名 ● ④入学者選抜方針
 ⑤学校設置条例改正案
 ⑥県立支援学校設立に伴う調整状況

教育委員会会議
文教委員会

R 9年2月

 ⑤学校設置条例改正案上程川崎市議会R 9年3月
 ④入学者選抜要綱の決定教育委員会会議R 9年6月

学校化・本校化R10年4月

４ 学校化・本校化に当たっての今後の検討事項
【田島支援学校桜校の学校教育目標等】 内容項目

豊かなかかわり合いを通して育ち合う
〜相互輔生（互いに優しく、互いに育ち合う）の関係を構築します〜

教育
理念

• 自分の気持ちが伝わり、分かり合える経験を通して、自分を大切にする力を育てる
• 基本的な生活習慣、基礎的な知識・技能を身に付け、自立して生きる力を育てる
• 人やもの、自然や社会とのかかわりを通して共に生きる力を育てる
• 自ら考え決定する経験を通して、豊かに生きる力を育てる。
• 自らの「からだ」と「感じる心」を大切にし、健やかに生きる力を育てる

学校
教育
目標

「自分のことを大切に思う子」 （１）自ら周りに働きかける子
（２）人を愛し、人から愛される子
（３）豊かに活動する子

めざす
児童
生徒像

2
 地名や現校名など、地域と調和した名称を検討し、 R9年2月

の教育委員会会議で決定予定

学校名

3
 児童生徒が関わりながら各学校で検討を進めていく。
校章・校歌

4
 R9年2月の教育委員会会議で入学者選抜方針を決定し、

R9年6月の教育委員会会議で要綱として決定予定

入学者選抜方針（中央支援学校高等部分教室のみ）

5
 R9年2月の教育委員会会議で審議、R9年3月の市議会上程予定
学校設置条例改正

6
 R11年4月に幸区河原町に県立特別支援学校が新たに開校する

ことから、今後、県と連携しながら、通学区域やスクールバス
の運行区域等を調整予定

県立特別支援学校の新規整備に伴う調整

 ①学校教育目標等教育委員会会議
文教委員会

R8年 8月18日
R8年 8月27日

現小５向け説明
（田島支援学校）

R8年10月16日

現中２向け説明
（中央支援学校）

R8年11月11日
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５ 今後のスケジュール


